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と き ：８月５日（金） 午後７時から 

演 題 ：【安曇野の民話力 –現代を生きぬく人に–】 

講 師 ：長野県立諏訪清陵高校 教諭 

                   細川 恒さん 

～豊科編～ 

 



平成 23 年度８月５日 

 

 

 

『安曇野の民話力 －現代を生きぬく人に－』 

 

【講師紹介】 

 細川 恒（ほそかわ ひさし） 

 ・長野県立諏訪清陵高校 教諭。 

 ・安曇野市穂高生まれ。 

 ・松本深志高校、松本美須々ヶ丘高校などで国語科を担当。 

 ・文学を自分の目で読むことの魅力を紹介し続けてきた。豊科図書館休館イベント

「仲間とたのしく読む 賢治・源氏・徒然」を担当。元「安曇野文芸」編集長。 

・論文に「『八面大王伝説』の新文献」（平成 11 年『信濃』）、「信濃の伝承における

『多面』の鬼たち」（平成 14 年『長野県国語国文学会研究紀要』）、「鬼伝説の生成

と成長－八面大王伝説を中心に」（平成 15 年『信濃』）など。他に国語教育関係の

共著が何冊かある。 

 

 

いまを生きている私たちをとりまく厳しい現実。不況、少子高齢化、いじめ、そし

て 3.11 東日本大震災と、不安をかき立てる出来事が身のまわりで続いて起こってい

ます。この息苦しい時代に、私たちは何を「道しるべ」として生きていけばよいので

しょうか？ 

 今回の講座では、この大切な課題について考えるヒントを、私たちの安曇野に語り

伝えられてきた民話（伝説を中心に）の中に見つけ出せないか、皆さんといっしょに

探ってみたいと思います。 

 実際に皆さんがよく知っている安曇野の民話を読みながら、その民話が生まれてき

た背景や意味について考えたり、皆さんがあまりご存じない民話を紹介したりして、

楽しく、自由に読み味わいながら、安曇野の先祖たちが残してくれたメッセージにふ

れることができればと思います。 
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